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幟町教会の皆様、こんにちは。司祭叙階

の恵みを受けて一年、同時に、幟町教会の

助任司祭となって一年が経ちました。この

一年間に経験できたことの一つに、亡くな

られた方をお見送りする時を共に過ごさ

せていただいたことが挙げられます。通夜

や葬儀の時に遺族の方と心を合わせなが

ら、神さまの下に旅立たれる方に心を向け、

共に永遠の安息のために祈りを捧げさせ

ていただきました。そしてこの時は、死に

ついて改めて黙想する機会でもありまし

た。 

復活祭を迎える私たちは、その直前の聖

金曜日に、キリストの受難と死を思い起こ

す主の受難の祭儀に与ります。この時に行

われる受難朗読の場面に、私たちはどれだ

け心を合わせることが出来ているでしょ

うか。親しい人の死に直面した時のように、

心を揺さぶられているでしょうか。今まで

の自分自身の聖週間の時を思い返してみ

ると、このキリストの受難と死に、強い思

いを抱けていなかったなと感じます。聖週

間を過ごしていると、いつも目の前に次の

典礼があり、復活の主日を終えるまでは、

一つ一つの典礼を振り返りながら黙想す

ることが出来ていませんでした。しかし、

イエス様はいつも私たちに寄り添いなが

ら、支え、守り、導いてくださっている方

であり、その死に出会ったとき私たちの心

は、大きな衝撃を受け、揺さぶられるので

はないでしょうか。 

私たちは聖書を通して、イエス様が死ん

だ後、三日目に復活されることを知ってい

ます。信仰宣言でもそのように信仰を表明

しています。もしかしたら、復活という死

の先の出来事を知っているからこそ、受難

と死の時を大きな衝撃を伴わずに過ごし

てしまうのかもしれません。しかし、ミサ

毎に私たちは、「主の死を思い、復活をたた

えよう、主が来られるまで」と唱えていま

す。主の復活をより豊かに迎えるために、

その死に直面した福音書の中の人々と心

を合わせ、キリストの受難と死を共に黙想

していきましょう。  

「主の死を思い、復活をたたえよう、 

主が来られるまで」 
 

パウロ 三宅仁孝神父 
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宣教司牧評議会からの報告 
 

＋主の平和 

 教会の桜も満開になり多くの方が桜を見に来られ、写真に記録されていました。 

コロナ禍が続いていますが、感染防止対策を十分に行ってミサを継続していきたいと思っていま

す。皆さま感染防止対策のご協力をお願いいたします。 

 ３月２１日ヨセフ伊藤神学生の助祭叙階式が行われました。翠町教会出身の伊藤神学生のお祝

いに翠町教会から多くの参列者があり、岡山・山口・島根・鳥取からも多くの方がお祝いに来てく

ださいました。式が終わっても多くの方が新助祭にお祝いの言葉をかけられていました。皆さま本

当にありがとうございました。 

 

１．活動部会の活動報告等 

 マリア会：北ブロックが３０日（水）夜回

りで配布するおむすび作り（１４０個）を

予定している。 

 青年会：受付のお手伝いを行っている。 

 典礼部：3 月分ミサ（ステージⅡ）の進行

表を作成し配布した。また聖週間について

進行表など準備した。 

 宣教企画部：YOUTUBE の配信をしてい

る。 

 レクイエム委員会：１月２月はご葬儀が多

かった。 

 教会学校：先週から中高生会を再開した。

来年度に向け聖母幼稚園に子どもミサの

おさそいのお手紙の配布をして頂いた。伊

藤神学生の司祭叙階式の侍者のお手伝い

をした。 

 社会部：２月 27 日（日）炊き出しを行っ

た。５０名以上の方が来て下さった。ウク

ライナ危機人道支援の緊急募金のお手伝

いを３月 13 日、３月 20 日フィリピンコ

ミュニティ社会部と一緒に行った。 

 施設管理部：３月６日（日）ステンドグラ

スのカギの取り換えを行った。石油ストー

ブに給油し、復活ろうそくの修理を行った。

３月８日（火）園庭の手入れ ３月 13 日

（日）教会の清掃を行った。 

 フィリピンコミュニティ：洗礼式を受ける

前にセミナーを３０分受けるようにし、そ

の後リハーサルも大事に行うこと にした

ので、こんどからきちんとできるようにな

る。３月 20 日（日）バート神父様で黙想

会を行った。３月 27 日（日）ミサの時に

フィリピンのもう一人の聖人のために祈

る。共同祈願はフィリピンの色々な言語で

行う。 

 ベトナムグループ：勉強会を 2021 年７

月から年３月まで行った。結婚講座を受け

る人は 19 名。洗礼を受ける人は６名いる

が、ご復活の時に受ける人は１人。５人は

（家族がいるので）帰国して洗礼を受ける。 

 地区ブロック委員：ブロック内の担当地区

委員にメールで連絡を取り、地区委員の仕

事の引継が前任者と出来ているか、地区名

簿を所持しているかどうかなど、私から質

問形式で問い合わせしている途中です。 

２. 宣司評報告 

(1) 幟町教会幹事会で活動していただいた
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M さん、K さんが３/３１で幹事を退任さ

れました。長い間ありがとうございました。

宣司評は継続されます。今後もよろしくお

願いいたします。 

(2) 幟町教会規約の改正等について 

①教会規約（改正）、②宣教司牧評議会規

程（改正）、③幹事会規程（新規制定）、④

グループ規程（改正）。 

※ 現行の「カトリック幟町教会共同体規

約」等関連規程は２０１６年度に制定さ

れたが、2020 年度から新たな考えによ

り規約・規程の改正を行うことなく、宣

司評や幹事会を開催しているため、現状

に合わせて規程の改正・新規制定等を行

う。４月 23 日に宣司評で議決し、2022

年４月１日付けで施行する予定。 

(3) 幟町教会 YouTube チャンネルの URL 

について 

https://www.youtube.com/channel/U

C_-2lD-k8IDqK9Kn9dEqBZw では長い上に、

か つ 入 力 困 難 な も の に な っ て い た 。

Google(YouTube 運営元)に依頼して下

記 URL でも利用できるようにいたしまし

た。 

新 URL： 

https://www.youtube.com/c/noboricho 

週報など、ご案内のおりには、こちらの

利用を推奨。なお、これまでの URL、QR

コードも有効。 

(4)「今日のみ言葉」は、新年度も三宅神父様

が継続して担当してくださいます。 

(5) 神父様やシスター方の動向についてお知

らせ 

・ ミラノ外国宣教会パヴァン神父様が

４月まで中継ぎで米子教会に協力のた

め行かれるが、復活祭から幟町教会助

任として赴任される。 

・ Sr.木村が今年５月連休後からは幟に

来てお手伝いをして下さることになっ

ています。 

 皆さまよろしくお願いいたします。 

(6) 『平和アピール 1981 聖ヨハネ・パウ

ロ 2 世 来広記念行事』について 

2022 年 2 月 20 日(日)9:30 ミサ

後に「過去を振り返ることは将来に対

する責任を担うこと」をテーマにＳｒ

小野島のトークが収録され、教区ホー

ムページにあります。ご覧ください。追

加収録されています。 

(7) 2022 年４月から以下のように体制

が変更になります。 

・ 向原教会は、幟町教会の巡回教会であ

るので、広島中央協働体（呉・幟町・東

広島・翠町）に編入 

・ 祇園協働体（祇園・可部・三次）を再編

し、祇園教会と可部教会は、西広島協働

体（観音町・廿日市・三篠）に編入 

・ 三次教会は備後協働体（尾道・福山・三

原）へそれぞれ編入されます。 

(8) ウクライナ支援募金を３月 13 日から

ミサ後、社会部とフィリピンコミュニテ

ィ・ベトナムグループで集めてくださいま

した。 

教区で集計し生活支援に送金させていた

だきます。 

継続的な支援が必要と思います。 

今後も支援よろしくお願いいたします。 
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編集後記 毎日不安の日々を過ごしているウクライナの方々のために、私にできるこ

とは何だろう。まずはすぐにできる、祈る事からではないだろうか。四旬節という今、

今まで以上に他にできることを探し、実行していきたい。(さ) 

ロシアとウクライナを聖母に奉献し平和を願うための共同祈願 

 

招き いつくしみ深い神に信頼し、聖母とともに、

世界の平和のために祈りましょう。  

 

意向① ロシア軍によるウクライナ侵攻のための

戦争の終結を願って祈ります。武力によって 

もたらされる殺戮や破壊から人々を守ってくだ

さい。政治をつかさどる人々がいのちの尊厳と

共通善のために、対話による平和への道を選

択し、実現することができますように。  

  神よ、平和を願うわたしたちの祈りを聞き入

れてください。    

意向②   ウクライナで続いている戦争に巻き込

まれて、耐え難い苦痛と不安の中で避難生活

を余儀なくされている人々を顧みてください。

必要な支援の手が差し伸べられ、平穏な日々

を取り戻すことができますように。    

意向③   世界中で起こっている争いや暴力、ま

た、新型コロナウイルス感染症で亡くなられた

すべての人を顧み、永遠の安息をお与えくだ

さい。また、親しい人々を失って途方に暮れる

遺族の方々を慰め、生きる希望で支えてくださ

い。    

意向④  神のお告げを受け入れ、そのために自

分の生涯をささげた聖母マリアのみ心を模範

と して、わたしたち一人ひとりも、自分に示さ

れている神のみ旨をいつも思い巡らし、 その

ために自分にできることを進んで行なうことが

できますように。  

  

結び  平和の源である神よ、人類の罪のゆるし

のために、十字架上でいのちをささげた御子と

心を合わせて祈った聖母マリアの取り次ぎを

願うわたしたちの祈りを聞き入れ、大きな困難

の中にある世界を顧み、助けてください。戦争

が一日も早く終結し、平和の日々を取り戻すこ

とができますように。わたしたちの主イエス・キ

リストによって。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カトリック幟町教会 
 

〒730-0016  広島市中区幟町 4 番 42 号 
電話     082-221-0621 
ファクス   082-221-8486 
ホームページ http://noboricho.catholic.hiroshima.jp 

ミサの時間 
日曜日 7:30、9:30、14:30～（英語） 
第 1 日曜日 15:00（ポルトガル語） 
第 4 日曜日 11:30（ベトナム語） 
月の最後の日曜日 17:00（スペイン語） 
平日 7:00  金曜日 7:00、10:00 
土曜日 7:00、18:00（主日） 

主任司祭 荻 喜代治 神父 
助任司祭 三宅 仁孝 神父 シスター 小野島照子（援助修道会） 


